
ニンヒドリン比色法(アミノ酸含量) 
 
1．試薬の調製 

10サンプル分(標準試薬 1サンプル＋試料 9サンプル) 
①ニンヒドリン A液 
(1) 原液のエチレングリコール 15mLに 4N酢酸ナトリウム溶液 5mLを加えてよく混ぜる。 
(2) チレングリコール・酢酸ナトリウム混合液 10mLにニンヒドリン 0.1gを溶かしてニン
ヒドリン A液とする(直前調整)。 
②ニンヒドリン B液 
(1) エチレングリコール 500μLに塩化スズ(Ⅱ)50mgを溶かしてニンヒドリン B液とする
(直前調整)。 
③ニンヒドリン試薬 
(1) 測定直前にニンヒドリン A液とニンヒドリン B液をまぜてニンヒドリン試薬とする。 
④標準試薬 
(1) グリシン 104mgを測り取り、蒸留水で 100mLに定容してアミノ酸標準液とする。 
 
2．標準試薬の測定 
(1) マイクロチューブに標準試薬 20μL を取り、蒸留水 480μL およびニンヒドリン試薬
1mLを加えて撹拌する。 
(2) 標準試薬が入ったマイクロチューブのふたをパラフィルムなどでしっかり止めて、10
分間 100℃で煮沸する。 
(3) 煮沸後、氷冷水で冷却し、30分以内に 570nmで吸光度を測定する。 
 
3．試料のアミノ酸含量の測定 
(1) 有機物用サンプル 500μL をマイクロチューブに取り、ニンヒドリン試薬 1mL を加え
て撹拌する。 
(2) 機物用サンプルが入ったマイクロチューブのふたをパラフィルムなどでしっかり止め
て、10分間 100℃で煮沸する。 
(3) 煮沸後、氷冷水で冷却し、30分以内に 570nmで吸光度を測定する。 
(4)以下の計算式に数値を代入してアミノ酸含量を算出する。 
アミノ酸含量(μg/mL)＝13.87×A(570サンプル)/A(570標準試薬) 
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